
川北町立橘小学校 (最終）
評価項目と具体的取組 主担当部 評価指標 達成度判断基準 備考 評価 取組状況 改善に向けて

【学校教育ビジョンの具現化】
　学校運営委員会や校務委員会と職員会議
を密接に連携させ、学校教育ビジョンのも
と、チーム学校を常に意識し、組織的主体
的に学校運営に参画し、学校教育ビジョン
の実現を目指す。

総務部

【成果指標】
学校教育ビジョンを意識
しながら、組織的に主体
的に自分の役割、取組を
実行し、子どもたちを目
指す姿に近づけることが
できている。

組織的主体的に学校運営に参画する中
で、目指す児童の姿に近づいていると回
答する職員の割合が
Ａ　８０％以上
(あてはまる＜どちらか の場合はＢ）
Ｂ　７０％以上
Ｃ　６０％以上
Ｄ　６０％未満

7月12月
教員アンケート B

肯定的回答１００％
あてはまる３０％、どちらかといえばあてはまる７０％のため、成果指標B
行事などを積極的に活用し、職員全員で取り組むことはできたと感じる。
児童と共有した「力を合わせる」「ばっちり学ぶ」などは目標達成できてきた
感じる。あとは、児童に主体性をもとめるという高い目標がなかなか達成
できないため、厳しい自己評価をしたのではないかと感じる。

今年度の仕上げとして、児童を目指す姿に近づけられるよう3学期の送る会
などの行事を充実させていく。
学校全体で取り組むという意識を大切にするためにも、今年度のうちに来年
度の学校カリキュラムマネジメントに着手し、行事の改善等今年度できそう
なことは、今年度のうちに取り組んでおく。

【働き方改革】
　業務の役割分担の適正化と組織的協働的
な学校運営に努め、ワークライフバランス
を大切にする。 総務部

【満足度指標】
職員は「ワークライフバ
ランス」を大切にし，充
実感を持って職務の遂行
に努めている。

ワークライフバランスを大切にし、充実
感を持って教育に当たっている。と回答
する職員の割合が
Ａ　９０％以上
Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上
Ｄ　７０％未満

7月12月
教員アンケート A

肯定的回答１００％　満足度指標A
職員同士が相談・声かけ・協力・見守りなどに普段から取り組みながら、行
事を遂行しただけでなく、行事の片付け、準備などまで協力して取り組ん
だ結果と感じる。
お互いの役割を把握し、協力できる体制が取れているため、仕事だけでな
くプライベートも大事にできる職場になっている。

さらに、職務遂行しやすい環境になるためには、見通しをもった早めの対応
について、まだ取り組む余地はある。それぞれの校務分掌の進行状況の把
握にも努めたい。
また、来年度に向けて、職員の構成が変わっても橘小の協働体制の良さを
維持できるよう、それぞれの分掌の引き継ぎを充実させ、協力体制の確立に
ついての取組を継続させる。

【学力向上】
　基礎学力向上計画・学力向上プランの共
通実践をもとに、ばっちりタイムの計画的
な取組を行い、基礎的基本的学力の向上を
図る。

教務部

【成果指標】
取組の結果、基礎学力が
向上している。

全学年においてばっちり算数と漢字の合計点
(低:180点以上   中:170点以上   高:160点以
上)であった合格者の割合が100％の学年が
Ａ　全学年
Ｂ　５つの学年
Ｃ　４つの学年
Ｄ　３つの学年以下

7月12月2月
ばっちり算数・
漢字の合格者の
割合

B
合格者の割合が１００％であった学年が５つの学年
今年度は、算数と漢字の合計点を合格基準において実施したことで、ばっ
ちり算数とばっちり漢字を関連付けて実施する意識を教職員だけでなく児
童ももつことができた。また、１回で合格点に達することができた児童の割
合は８６％であり、その後、児童の実態に合わせて全員が達成できるよう
にどの学年も取り組み、実施することができた。

算数と漢字の取り組みについて基礎基本を定着させる意識をもって教職員
が取り組めるよう次年度もばっちりタイムの取り組みの計画的な提案をする
とともに、児童の実態を細かく把握し、継続的に基礎基本の定着を図ってい
く必要がある。また、取組をしていく中で、児童ができるようになってきたこと
が増えたという実感につなげていく働きかけも同時に行っていきたい。

【自ら学び、考え、ともに高め合う子の育成】
　課題解決への目的意識や必要感を持たせ
られる学習課題づくりと、その解決に向
け、子供が自己決定しながら学習活動を展
開できる授業づくりを推進し、児童の主体
性の育成を図る。

教育推進部

【満足度指標】
児童が学びに向けて進ん
で取り組んでいる。

自ら学びに向けて取組を進めていると答
えた割合が、前回よりも向上している学
年が
Ａ　　全学年
Ｂ　　５つの学年
Ｃ　　４つの学年
Ｄ　　３つの学年以下

5月7月12月
学びの研究アン
ケート B

７月１２月のアンケート結果を比較し前回よりも向上した学年：３学年（３～
６学年で実施）　成果指数　Ｂ
ほとんどの学年で、前回のアンケート結果よりポイントが向上していた。達
成できなかった学年も否定的な回答が減っている。さらに、５月アンケート
と比較すると、全学年でポイントの向上が見られた。年間を通した研究の
取組から、主体的に課題に向かって取り組む児童が増えた。

つけたい力（身につけさせたい資質・能力）や的確な言語活動の設定とその
Ｂ規準の明確化を意識した単元構想を今後も継続していく。児童の主体性を
さらに高めるためには、児童に自分の学びや成長を実感させることが大切で
はないかと考える。教師が明確にしたゴールやゴールを達成した姿を子ども
たちと共有し、学びの自覚化をはかっていく必要がある。

【読書活動の充実】
　図書館司書と連携し、毎月おすすめの本
の達成状況を知らせ、振り返ることで、主
体的な読書活動に向けたしかけの工夫を図
る。

教務部
(図書担

当)

【成果指標】
学年のおすすめの本を読
むことが出来ている。
（１・２年２０冊、
　３年１５冊、
　４～６年１０冊）

学年の「おすすめの本」を読み終えた児
童の割合が
Ａ　９５％以上
Ｂ　８５％以上
Ｃ　７５％以上
Ｄ　７５％未満

おすすめの本の冊数
７月（２年７冊、
１・３年５冊、４～６
年４冊）
１２月（１・２年１
４冊、３年１０冊、４
～６年７冊）
２月（１・２年２０
冊、３年１５冊、４～
６年　１０冊）

A

A(95.5％）
今年度教科書改訂に伴い、図書館司書におすすめの本を精選してもらっ
た。図書館司書による読書環境作り、教職員の働きかけの効果もあり、児
童は進んで読書をしている。今年度は図書館工事で利用できない期間を
使って、図書委員会が学年のおすすめの本や学級文庫をたくさん読める
ようにする企画を行った。例年、高学年の読書意欲が高められず、おすす
めの本の達成状況が良くない傾向があるが、この企画を通して、おすすめ
の本を積極的に読み進めたり完読したりする高学年児童が増えた。

図書委員会の企画により、図書館利用や学年のおすすめの本を読む児童
が増えていたので、引き続き図書委員会による企画は積極的に行っていき
たい。読書旬間に学年のおすすめの本を紹介するカードを書く活動を行っ
た。読んだ本を振り返る意味もあるが、来年度の児童へ読む意欲を高めら
れるようにという意味も込めて行った活動なので、来年度活用して、読書意
欲の低い児童が少しでも本を読むきっかけになればと思う。

【みんなが安心できる楽しい学校づくり】
　学校が安心でき、楽しいと感じられるよ
う、生徒指導の４つの視点を意識して授業
を行ったり、児童を認め価値付けたりする
ことで、楽しい学校づくりに努めている。

生徒指導部

【満足度指標】
児童は、学校が楽しいと
感じている。

｢学校は楽しい｣と回答した児童が，
Ａ　８５％以上
(あてはまる＜どちらかというとあてはまる の場合
はB)
Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上
Ｄ　７０％未満

7月12月
児童アンケート A

肯定的回答94.7%  満足度評価　Ａ
授業では、児童自身が意思決定できる場面や友達と関わりながら協働的
に学ぶ場面を設定し、学校で学ぶ楽しさをより味わえるようにした。また、
行事や活動では、教職員での連携を図り、児童が楽しめるように見取りや
情報交換をした。

教師が児童に「委ねる」学びをしていくために、児童の思考を想定し、教材を
準備することで、児童自身が達成感を持ち、楽しく学ぶことにつながってい
く。児童からの提案を受け入れ、実現していくことで、児童のやる気を引き出
し、より楽しい行事や活動につながっていくと考えられる。その際、教師から
の視点も加え、より良く改善できていくと良い。

【道徳教育の推進】
　児童が自分の思いや考えをもち、友達と
伝え合いながら考えを深められるよう、道
徳の時間を要として、構造的な板書や発問
などの工夫をし、道徳教育の充実を図る。

保健安全
･体育部

(道徳教育
推進)

【満足度指標】
児童は、自分の思いや考
えをもち、友達と伝え合
うことができている。

「自分の思いや考えをもち、友達と伝え
合うことができた」と感じている児童の
割合が,
Ａ　９０％以上
Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上
Ｄ　７０％未満

7月12月
学校アンケート B

肯定的回答87.2％　満足度評価　B
運動会や橘まつりなど行事が近づいた際に、関連づけて授業を行ったこと
により、自分事として捉えることができ、思いや考えをもって伝え合ってい
る児童が増えた。また、心情メーターなどICTを活用することも話し合いの
きっかけとなり、自分の思いや考えを伝えることに繋がっていた。

教員に思いや考えを伝え合う活動についてのアンケートを取ったところ、教
員の実感として、他の子と考えを比べることができる児童が少ないと感じて
いるようである。その具体的な姿として、多様な考えが出ない、自分の考え
で満足しているなどである。次年度も適切な時期に行事と絡めた価値項目
で授業を行い、自分の思いや考えをもてるようにしていく。さらに、教員間で
話し合いの方法の交流などをしていくと良い。

【児童の自主性・主体性の育成】
　よりよい学校・学級づくりに向けて、児
童会活動、委員会活動、学級活動等に自主
性・主体性をもって取り組める児童の育成
に努めている。 生徒指導部

【成果指標】
児童会活動、委員会活
動、学級活動等におい
て、児童はよりよい学
校・学級づくりに進んで
取り組めたとふり返って
いる。

児童会活動、委員会活動、学級活動等に
おいて、力を合わせてよりよい学校・学
級づくりに進んで取り組めたことについ
てふり返りが書けた児童(3～6年)の割合
が
Ａ　８０％以上
Ｂ　７０％以上
Ｃ　６０％以上
Ｄ　６０％未満

7月12月
児童のふり返り A

肯定的回答84%　満足度評価Ａ
児童の頑張りに対し、価値付けることを継続的に行った。また、めあて意
識をもって活動に取り組めるよう、見守りや必要に応じた支援を行った。ふ
り返る際には、教師からの価値付けを行い、成長の実感をもつことができ
るようにした。

児童のふり返りから、力を合わせてよりよい学校・学級にできてきていると感
じられ、学校全体の成長がうかがえる。児童が自ら考えたことに対して、めあ
てに対してどうだったかと、教師側から適宜ふり返らせることで、主体的に取
り組めているかをより感じやすくなると思う。教師の意図的な関わりで、児童
自らが進んで取り組めるようにしていくと良い。

【体力の向上】
　体育の授業や児童の活動を主とした「体
力作り１校１プラン」、「スポチャレ」の
取組を通して体力の向上を図る。 保健安全

･体育部

【成果指標】
ミニ体力テストにおい
て，弱点だった種目の記
録の平均が，５月の記録
の平均を上回る。

各学年の男女別グループ(４～６年生)のう
ち，ミニ体力テストにおいて，弱点だった種
目の記録の平均が，５月の記録の平均を上
回ったグループが，
Ａ　５グループ以上
Ｂ　４グループ
Ｃ　３グループ
Ｄ　２グループ未満

ミニ体力テスト A

各学年の男女別グループ(４～６年生)のうち，ミニ体力テストにおいて，弱
点だった種目の記録の平均が，５月の記録の平均を上回ったグループ
が，５グループ（４年男・４年女・５年女・６年男・６年女）であった。個人で見
ると記録に伸びが見られない児童やわずかに記録が落ちている児童が見
られたが，グループ全体で見ると伸びが見られた。また、上回れなかった１
グループも，春の体力テストの結果を１ポイント下回っていただけで学校
全体として，弱点であった柔軟性が高まってきている。

次年度の取り組みでも，個人の記録の伸びで見るのではなく，グループや学
校全体の平均をもとに５月の結果や県の結果と比較していくことを続けてい
くと良い。また，前述のようなほかの結果と比較する成果指標ではなく，児童
がどのくらい取り組むことができたか（持久走の休み時間の練習の際に，何
周できたかなど）といった到達度指標によって評価することも検討していくと
良い。

【生活習慣の確立】
 保健指導やほけんだよりによる啓発を通し
て、歯みがき習慣の確立を図る。

保健安全
･体育部

【成果指標】
「げんきっこチェック」
で、１日２回以上、歯み
がきができている。

「げんきっこチェック」で、「１日２回
以上、歯みがきができた」と回答した児
童の割合が、
Ａ　９０％以上
Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上
Ｄ　７０％未満

6月12月
げんきっ子
チェック C

1日2回以上はみがきができた児童76％　成果指標　C
1日の歯みがきが1回の児童の回答内訳は、「夜だけできた」20.9%，「朝だ
けで来た」2.3%だった。朝の歯みがきの習慣化が課題である。なお、同アン
ケートにて、「学校保健委員会で学習したことに気をつけて歯をみがいた」
という設問では、93.8%の児童が「はい」と回答した。歯みがきの仕方につ
いては意識出来た児童が多かった。

児童の実態や、げんきっこチェックでの保護者の方の記述に基づき、今年度は正し
い歯みがきの仕方の習得に重点を置いた。その結果、歯みがきの方法については
行動改善が見られた。しかし、１日の歯みがき回数は課題が残った。これは、朝・夜
２回の歯みがきが必要な理由を自分事として理解できていなかったことが原因と考
えられる。今後、歯みがき指導を含めた生活習慣の保健指導では、健康課題を多角
的に分析したうえで、重点的な指導内容を絞っていきたい。

【キャリア教育の推進】
　優れた芸術文化や働く人の生き方にふれ
る機会を各教科や総合的な学習の時間に設
け、夢や目標をもち、意欲をもって学び続
ける児童を育てる。

教務部

【満足度指標】
優れた芸術文化や働く人の
生き方にふれる特設授業や
各教科におけるＧＴとの授
業、地域の方とのふれ合
い、地域のよさを知る機会
を通して学びに意欲を持っ
ている。

町の先生との学習や地域についての学習・活動に興
味をもって取り組んでいるという児童(3～6年）の
割合が、
Ａ　９０％以上
(あてはまる＜どちらか の場合はＢ）
Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上
Ｄ　７０％未満

7月12月
児童アンケート A

肯定的回答93.2%　（あてはまる５７．１％＞どちらかといえばあてはまる３６．１％）
各学年の各教科、総合的な学習の時間におけるGTの活用に加え、今年度はCS
サポーターの方の授業支援も積極的に活用したこともあり、地域の方との活動の
機会は多く持つことができた。また、2学期には、県立美術館の出前講座や人権
集会でのゴスペル鑑賞など、全校でプロの芸術に触れる機会も持つことができ
た。さらに、高学年においては味覚の一週間の事業に参加し、プロの料理人の方
から食を通したキャリア教育を受けることができ、貴重な経験を得た。

次年度も町の先生との授業や、CSサポーターの方の授業支援を地域の良さ
を知る機会につなげ、積極的に実施していきたい。有効な活用となっていく
よう、今年度の実施内容の見直しを図りながら計画を立てていくことが必要
である。また、次年度も夢や目標を持てる機会につなげられるようなキャリア
教育の視点を入れた特設授業の場（巡回公演など）を設けていきたい。

【社会性の育成】
　社会性を身につけた児童を地域ぐるみで
育成するため、あいさつを重点に、家庭･
地域との連携を図り、身近な人に進んで明
るいあいさつができる児童を育てる。

生徒指導
部

【満足度指標】
家庭・地域や学校で、児
童は進んであいさつがで
きている。

進んであいさつをしていると回答した児
童の割合が、
Ａ　９０％以上
(あてはまる＜どちらか の場合はＢ）
Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上
Ｄ　７０％未満

7月12月
児童アンケート A

肯定的な回答91.7%  満足度評価Ａ
登校時や下校時には、玄関であいさつをしたり、学期の始めや終わりには
玄関で見送りをしたりした。また、児童育成委員主催でのあいさつ運動を
行い、保護者の方ともあいさつを行う機会があった。

あいさつの大切さを学校・学級で伝えることで、自分からあいさつする児童
が多くなってきている。どんな人にも進んであいさつができるように、あいさつ
の価値を考えたり、あいさつできたことへの価値付けをしたりしていく。また、
地域や保護者の方とも協力して、児童のあいさつについて考えていけると良
い。

　　令和６年度　学校評価（最終評価）
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